　　阿波神社　　　鳴門市大麻町池谷




　阿波神社は、県道12号線（鳴門池田線）沿いに面している。駐車場も広くアクセスには車が利用しやすい。
JRを利用する場合は高徳線池谷下車、徒歩10分ほどである。阿波神社の境内には宮内庁管轄の土御門天皇火葬塚があり、第83代土御門天皇を祭神としている。
　土御門天皇は承久の変により承久３年（１２２１年）土佐に遷幸され、更に貞応２年（１２２３年）阿波に遷られ約９年望郷の念やるかたなくさびしい生活に耐えながら寛喜３年（１２３１年）土成町御所にて37歳の若さで崩御された。火葬塚の東北に隣接している現在の社殿は、昭和15年（１９４０年）に県が皇紀二千六百年記念事業として造営したものである。もと火葬塚の北に丸山神社（通称天皇さん）と呼ぶ土御門社があったが、本格的な神社造営にとりかかり、県民あげて奉賛と勤労奉仕によって昭和18年県社となった。このような歴史的な背景が荘厳な雰囲気を醸し、地元の人々や観光客にとって重要な信仰の場となっている。主な年間行事は①湯立神楽祭（２月11日）⓶祈年祭（４月29日）⓷夏祭り（７月第一日曜日）⓸秋祭り（10月11日）である。
　火葬塚は阿波神社の鳥居のすぐ西側にあり、宮内庁により管理されている。楕円形で周囲は浅い堀に囲まれており、立入禁止になっているため近づけないが、堀の外側はぐるりと生垣（高さ１ｍほど）がめぐらされ美しく手入れされており、その外周を見ることができる。火葬塚の前後には、倍塚（小型の付属古墳）が二基あり、一つは阿波神社の境内に石で囲まれた不規則な五角形（舟形とも）のそれらしきところがあるが、立て札などそれと示すものはなく分かりにくい。もう一基は火葬塚の裏側に道路を隔てた住宅地に存在する。ここにもそれと示すものはなにもない。倍塚には17歳の少年が埋まっていると伺ったが真偽のほどは分からない。
　阿波神社は、８００年の時を超えて土御門天皇を偲ぶに十分な神域である。
　余裕があれば阿波神社から５分ほど車を西へ走らせると萩原春日神社がある。本殿背後にはスタジイの巨木があり、秋には大量の椎の実を降らす。このスタジイ林は天然記念物に指定されている。本殿裏に古墳群があり、７基現存すると記されている。１～４基まではすぐ見つけられた。春日神社のすぐ東隣に十輪寺がある。談議所と呼ばれている。この寺で空海が僧を集めて説法し、四国八十八カ所を談義した歴史ある寺である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木和恵）
　
